
                           

７
月
２
６
日
（
土
）
、
足
見
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
足
見
を
守
る
会
（
東
正
虎
会
長
）
主
催

の
「
足
見
地
区
夏
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
よ
う
に

と
、
屋
内
で
は
射
的
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
あ
り
、
屋

外
の
テ
ン
ト
で
は
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
ド
ー
ナ
ッ

ツ
、
焼
き
そ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
か
き
氷
等
の

飲
食
物
の
屋
台
が
並
び
ま
し
た
。
生
ビ
ー
ル
・
樽
酎

も
提
供
さ
れ
、
地
区
民
が
納
涼
を
求
め
て
大
勢
集

ま
り
、
交
流
や
親
睦
を
深
め
、
賑
や
か
な
時
間
を
過

ご
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

祭
り
の
後
半
に
は
、
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た

石
田
實
市
長
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
１

０
０
発
以
上
の
打
ち
上
げ
花
火
が
夜
空
を
き
ら
め

か
せ
、
大
き
な
音
と
歓
声
が
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。 

郵
便
局
長
杯 

草
間
台
Ｇ
Ｇ
愛
好
会
大
会 
【足
見
】 

  
 
 

 
第
１
回
足
見
生
き
活
き
教
室

・ 

７
月
１
６
日
（
水
）
足
見
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
足
見
地
区
振
興
会
（
藤
野
好
幸
会
長
）

主
催
に
よ
り
本
年
度
第
１
回
目
の
「
足
見
生
き
活

き
教
室
」
が
開
催
さ
れ
、
当
日
は
、
健
康
体
操
を

し
た
後
、
ゆ
ず
り
は
薬
局
の
藤
原
充
敏
薬
局
長
か

ら
、「
睡
眠
と
排
尿
障
害
」「
薬
の
飲
み
合
わ
せ
」

な
ど
健
康
な
生
活
に
つ
な
が
る
お
話
し
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
⑧
回
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
次
回
は
、
８
月
２
５
日
（
土
）

に
地
元
足
見
を
守
る
会
担
当
で
「
脳
ト
レ
」
等
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。 
    第

２
回
草
間
健
康
ア
ッ
プ
教
室 

７
月
２
５
日
（
金
）、
草
間
地
区
で
草
間
カ
ル
ス

ト
里
山
の
会
健
康
・
福
祉
部
（
二
萬
充
朗
部
長
）

主
催
の
第
２
回
健
康
ア
ッ
プ
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
足
の
筋
肉
を
ほ
ぐ
す
体
操
を
行
っ

た
後
、
認
知
能
力
を
鍛
え
る
体
操
と
し
て
、
足
踏

み
を
し
な
が
ら
指
示
さ
れ
た
方
向
に
テ
ニ
ス
ボ
ー

ル
を
投
げ
る
な
ど
頭
と
身
体
を
つ
か
う
動
作
に
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。
今
後
年
度
末
ま
で
に
⑩
回
の

教
室
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
回
は
、
８
月
２

９
日
（
金
）
に
「
や
さ
し
い
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ヨ
ガ
」

教
室
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。 
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ひ
孫
ら
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お
や
す
み
と
言
う
声
耳
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優
し
さ
胸
に
今
宵
眠
れ
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長
岡
愛
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「
お
金
を
入
れ
て
下
さ
い
」
と
い
う
レ
ジ
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「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
」
と
呟
く
わ
た
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西
山
富
美
子 

帰
ろ
う
と
立
ち
上
が
り
か
け
た 

 

そ
の
時
に
間
歇
冷
泉
突
如
吹
き
出
す 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 

杉 

秀
樹 

俳
句 

 

ま
た
た
び
の 

一
気
華
や
ぐ 

峡
の
景 

 
  

                    
         

  

長
田
保
子 

食
卓
の 

家
族
を
つ
な
ぐ 

冷
奴 

                    
         

  

橋
本
八
重
子 

   川
柳 

題
「
思
」「
気
」 

   
 
 
 
 
 
 
 

草
間
ひ
ま
わ
り
会 

 

子
や
孫
を
思
う
つ
も
り
が
思
わ
れ
て 

気
を
遣
う
事
も
大
事
と
知
り
乍
ら 

小
川 

久
子 

思
い
を
馳
せ
る
地
震
多
発
の
そ
の
先
を 

気
候
ゆ
え
昔
は
夜
な
べ
今
は
朝 

福
嶋 

輝
代 

思
い
出
が
処
分
の
決
意
狂
わ
せ
る 

忘
れ
も
の
気
づ
く
間
は
ま
あ
い
い
か 

笹
田 

彰 

独
り
善
が
り
の
思
惑
が
ま
た
は
ず
れ 

褒
め
上
手
や
が
て
そ
の
気
に
さ
せ
ら
れ
る 

田
井
芳
枝 

人
は
人
届
か
ぬ
思
い
当
た
り
前 

異
常
気
象
あ
れ
も
こ
れ
も
が
温
暖
化 

中
村
公
人 

７
月
８
日
（
火
）
、
足
見
南
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い

て
、
令
和
７
年
度
郵
便
局
長
杯
Ｇ
Ｇ
大
会
が
開
催
さ

れ
、
草
間
台
Ｇ
Ｇ
愛
好
会
の
メ
ン
バ
ー
２
４
名
が
炎
天

下
の
過
酷
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
も
の
と
も
せ
ず
、
白

熱
し
た
プ
レ
ー
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
に
は
、

草
間
郵
便
局
池
田
明
善
局
長
か
ら
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
豪
華

景
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
の
成
績
は
次
の
通

り
で
す
。 

 

【
男
子
の
部
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
太
田
稔
穂 

５
４
打   

②
藤
原
健
雄  

 

③
中
山
義
昭 

④
藤
野
秀
喜 

⑤
宮
坂
要
治 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
女
子
の
部
】 

①
西
村
宮
子 

６
６
打 

②
藤
井
シ
ゲ
ノ 

③
藤
野
晴
美  

④
藤
波
英
子  

⑤
服
部 

京 
 

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
】 

・
藤
原
健
雄 
・
太
田
稔
穂 

・
宮
坂
要
治 
・
藤
野
秀
喜 

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞 

１
５
㍍
】 

・
中
山
義
昭 

 

・
藤
原
健
雄 

 

・
太
田
稔
穂 

・
藤
野
秀
喜 

・
赤
木
紘
一 

灼
熱
の
夏
、

連
日
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
！

塩
分
摂
取
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
！ 

ま
た
、
草
間
公
民
館
は
、
昨
年
７
月
か
ら
「
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ

ー
ト
」
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
指
定
暑
熱
避
難
施
設
（
ク
ー
リ
ン
グ
シ

ェ
ル
タ
ー
）
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

公
民
館
近
隣
で
、
暑
い
日
中
に
屋
外
活
動
中
に
は
、
遠
慮
無
く
ク
ー

ル
ダ
ウ
ン
・
体
力
回
復
に
当
公
民
館
の
エ
ア
コ
ン
の
効
く
部
屋
を
お

使
い
く
だ
さ
い
。 

新
見
南
中
交
流
会  

７
月
４
日
（
金
）
、
「
南
中
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」
が
草
間

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
新
見
南
中
学
校
１

年
生
（
草
間
出
身
１
名
を
含
む
）
５
名
が
訪
れ
、
近
隣
に
在

住
の
方
５
名
と
交
流
し
ま
し
た
。
最
初
に
、
「
カ
ロ
ー
リ
ン

グ
」
を
２
チ
ー
ム
対
抗
で
行
い
、
場
の
雰
囲
気
が
和
み
ま
し

た
。
そ
の
後
、
中
学
生
が
「
人
権
」
を
テ
ー
マ
に
こ
れ
ま
で

学
習
し
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
や
、
「
広
島
平
和
学
習
」
を

通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
座
談

会
で
は
、
生
徒
さ
ん
か
ら
「
戦
争
の
こ
と
を
何
か
教
え
て
も

ら
え
ま
せ
ん
か
？
」
な
ど
質
問
が
あ
り
、
地
域
の
方
々
は

「
昔
は
自
給
自
足
、
全
て
の
農
作
物
を
家
で
作
っ
て
暮
ら

し
て
い
た
」
、
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
で
は
、
多
く
の
日
本
人
兵

士
が
日
本
と
ロ
シ
ア
の
密
約
で
厳
し
い
強
制
労
働
を
強
い

ら
れ
た
」
「
新
見
の
各
地
区
に
あ
る
戦
没
者
慰
霊
碑
に
は
、

戦
争
で
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
方
の
お
名
前
が
記
載
さ
れ
て

い
る
」
な
ど
の
貴
重
な
お
話
し
が
あ
り
、
生
徒
が
人
権
意
識

を
高
め
、
差
別
・
い
じ
め
な
ど
を
な
く
す
る
た
め
に
生
徒
自

身
が
ど
の
よ
う
な
行
動
が
で
き
る
か
を
考
え
る
よ
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
次
回
は
１
１
月
１
４
日(

金)

の
予
定
で

す
。
人
権
に
つ
い
て
学
び
の
深
ま
っ
た
生
徒
さ
ん
と
再
開

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

きらめく花火 
 

射的をするこども達 
 

屋台のにぎわい 

 

女性屋台「向日葵のたね」 

 
東会長あいさつ 
 

石田市長あいさつ 

 


